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　今回から本格的な「文型」について検討してゆきます。多くの中学校では学習済のとこ
ろが多いとは思います。また学習がなされなかった場合でも，３年間の中で部分的に紹介
されている文法事項なのです。
　今回は「目的語」を取らない動詞，『自動詞』を取りあげてみましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（五文型：自動詞）
⑴　第１文型　ＳＶ（主語＋述語動詞）
　英文の基本は，主語と述語動詞の２つの主要素が必要です。最低この２つの主要素がな
ければいけません。つまり述語動詞の右側には主要素は何一つ必要がないパターンです。
　この文型で用いられる述語動詞のように，右側に目的語を必要としない動詞のことを，
『自動詞』と呼びます。『自立』している『動詞』なのでしょう。他の要素を必要としな
いという点で自立しているのです。代表的な動詞にｇｏ，ｃｏｍｅなどがありますが，英
文の中で，その動詞がどのような要素をとっているか否かを見極める必要があります。
●Ｔｈｅｒｅ　ｉｓ～．Ｈｅｒｅ　ｉｓ～．もこの文型に入ります。
  教科書からこの文型の例文をピックアップしておきましょう。
　⒜Ｔｅｔｓｕｗａｎ　Ａｔｏｍｕ　ｗａｓ　ｂｏｒｎ．
　　　　　　　主　語　　　　　　　　述語動詞
　⒝People will live (in stations built in space).
　　主語　　述語動詞　　　　　修飾語句
⑵  第２文型　ＳＶＣ（主語＋述語動詞＋補語）
　この文型に用いられる動詞は『目的語』を取ることはないのですが，述語動詞だけでピ
リオドになってしまったのでは意味が不明になってしまう動詞が用いられます。⒞の英文
だけでは意味が不十分・不完全です。そのために，主語の「彼」を説明する語が必要とな
ります。⒞' のようにね。
　⒞？Ｈｅ　ｉｓ．
　⒞' Ｈｅ　ｉｓ　ｍｙ　ｂｏｙｆｒｉｅｎｄ．　（Ｓ＋Ｖ＋Ｃ）
　そしてこの時に用いられた語句(my boyfriend)を『補語』と呼びます。英文の意味を完
全なものにするために「補う」語が必要となるのです。
●第１文型と第２文型に用いられる動詞の共通点は『目的語』を必要としない自動詞。
●第１文型と第２文型に用いられる動詞の相違点は『補語』の有無。　
　⇨第１文型で用いられる述語動詞を『完全自動詞』と呼びます。
　　　（その動詞だけで意味が完全なものですから「完全」という言葉がつきます）
　⇨第２文型で用いられる述語動詞を『不完全自動詞』と呼びます。
　　　（その動詞だけでは意味が不完全ですから，「補う」語，『補語』が必要なのです）
（注意）次の英文⒟は意味が不十分です。⒟' ならば意味は通じます。
　⒟？Ｙｏｕｒ　ｂｏｏｋ　ｉｓ．
　⒟' Ｙｏｕｒ　ｂｏｏｋ　ｉｓ　（ｉｎ　ｔｈｅ　ｌｏｃｋｅｒ）．
　しかし in the lockerは「修飾語句」（前置詞＋名詞）ですから切り落とします。する
と，Ｓ＋Ｖの第１文型と判定しなければならないのです。でも納得はできませんよね。こ
のように，動詞によっては，ある種の副詞句を添えることにより意味が完全になるものも
あることを理解しておく必要があるのです。
　⒟' は「主語＋述語動詞＋場所を表す副詞」と判断することが適切です。五文型では処
理できない英文の存在を知って下さい。
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
●ｌｏｏｋの使い方を復習しておきましょう。
　「～に見える」という意味で用いられる英語は次の２つの使い方があります。　
　　　①ｌｏｏｋ　＋　形容詞　　　　　　　
　　　②ｌｏｏｋ　ｌｉｋｅ　＋　名詞（句）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①の動詞には形容詞が続いています。形容詞は単独で用いられている場合には「補語」
としての働きがあります。第２文型として処理します。
　②の場合はどうでしょうか？　意味の面からｌｏｏｋ　ｌｉｋｅをひとつのまとまりと
して考えれば第２文型で用いられていると考えられます。ところが形式の面から考えれば
ｌｉｋｅは前置詞と考えます。次のように分析します。
　ｌｏｏｋ　（ｌｉｋｅ＋名詞（句））　つまり第１文型です。
●ここでも五文型の不備が指摘できますね。形式を重視するのか，意味を重視するのか？
一般的には，ｌｏｏｋ　ｌｉｋｅでひとまとめにして考える方が妥当な解釈になります。
　教科書には⒠の英文が登場していました。
　⒠ It will look like a glass boat ....   （②のタイプ）
　　（それはグラスボートのように見えるだろう）
　①の例をご紹介しておきます。
　⒡　Ｍｙ　ｆａｔｈｅｒ　ｌｏｏｋｓ　ｙｏｕｎｇ．（父は若く見える）
　⒢　Ｈｅ　ｌｏｏｋｅｄ　ｓｕｒｐｒｉｓｅｄ．（彼は驚いたように見えた）
